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「（仮称）野洲市民病院」の整備推進に係る守山野洲医師会との懇談会 

（元気な野洲まちづくりトーク） 

 結 果 概 要 
（※発言要旨を書き留めたもの） 

日  時  平成 28 年 4 月 14 日（木）午後 2 時～2 時 50 分 
場  所  守山市すこやかセンター 3 階 講習室 
医師 会   理事 11 名 監事 2 名 副議長 1 名  計 14 名 
野洲 市   市長、政策調整部政策監、広報秘書課長、地域戦略課長補佐 
傍聴 者   3 名 
報道機関  読売新聞、朝日新聞、びわこ放送 
 

１．市からの説明 

市長 ※ 別添資料に基づいて説明 
 

２．意見交換 

福田医師会長 まだ先は長いものの、先日の可決で一歩実現に近づいたという感覚

である。我々としては、今後は取り敢えず静観していきたいと考えてい

る。 
野洲病院病院長 昨年 11 月に議会で否決され頓挫したが、その後、自治会、医師

会を中心とした実現する会に活動をいただいた。また署名も実現する会

で 9,000、女性の会で 4,000 ほどを集めていただき、それらが力になっ

て３月に市議会で可決されたと考えている。ご尽力をいただいた方に感

謝を申し上げたい。今のところは基本計画で 2020 年の開院が見込まれ

ているが、それまでには色々なステップを経ていく必要がある。良い病

院が作られるように協力をしていきたい。ただし新病院は野洲病院の救

済では決してない。野洲病院としては人材や医療資源を使っていただけ

たらいいと考えている。御上会は市民病院の設立と合わせて一旦解散を

し、新しく職員として採用されるかどうかは市の主体でやっていただく

ことになる。また、公立病院には一般的に赤字経営が多く、ご心配され

ているが、それは従来の公立病院が何でも有りで総花的にやっていたか

らで、それが赤字を生んでいた大方の要因である。新しい市民病院は中

型の病院で、いわゆる 5 万人の市民が第一に来てくれる病院をめざした
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い。そこで高度な医療が必要な患者は高度急性期の病院に繋ぎ、逆に回

復期になればそこから患者を受け入れる、こういった市民に使いやすい

システムを確立し、いわゆる中型の病院で機能分化をはっきりさせた病

院をめざしたい。また、小児科などの不採算の部門についても経営効率

の向上で不採算幅を減らし、採算性を高めたい。市がめざされている市

民病院像は資料 5 ページの図の通りであり、医師会の先生方とも協調し

て市民に喜ばれる市民病院づくりに協力していきたい。 
医師会長 医師会としても滋賀医大と京大からしっかりドクターを確保すること

が重要であると考えている。一時、一番心配していた小児科のドクター

も確保できる状況になってきたし、今の状況から考えると十分得られる

と思う。これからは地域包括ケアの確立が必要になってくるため、中規

模の病院はその必要度が増し経営的にも上がってくると思う。地域の診

療所、高度急性期、市民病院という三角形のシステムをしっかり構築す

れば経営的にも大丈夫だと見ている。 
開業医 A  耳鼻咽喉科がなくなっているがなぜか。 
市長   最初は開業医が１院であったので設置する計画であったが、市内に開業

医が 2 つに増えた。また診療所の次の段階の医療を市民病院として担え

るかという議論では、高度急性期の医療機関でいいだろうという専門的

な判断であった。今は不要という考え方であるが、最終的に設定には先

生方の意見がほしい。 
また、医師確保については滋賀医大とかなり緊密に連携が取れており、

医師会ともさらに連携したい。滋賀医大の松末病院長が言われているの

は、これから地域の中核病院で必要になるのは、高齢化の進展により骨

折と肺炎が自院で完結できるよう整形外科と内科の充実、とのことであ

った。それに加えて、一定先端な医療の内の 1 分野を担えると、経営的

にも活性化が見込めると考えている。こういった課題提案を含めて、今

年度、新しい市民病院と地域医療等をテーマにしたシンポジウムをやる

計画であるので、ご協力をいただきたい。 
医師会副会長 先を考えるとまだまだやらないといけないことがあると思うが、一

先ず議会で予算が可決されたことを心から喜んでいる。 
開業医 B 脳外科は廃止されるのか。 
市長   専門的な議論検討の段階で、脳外科までは、この病院では及べないであ

ろうということになった。いわゆる総花的にならないように検討した結

果のひとつである。 
開業医 C 可決と聞いて一先ずホッとしたというのが正直なところ。一番大切なの

は医師確保であるが、若いドクターはよく働いてコストも安い。若いド
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クターを確保することは有益であると考えるが、市として何か対策は考

えているのか。 
 
市長   ご提案のような考え方は大切だと思う。まず医療施設と設備が良くない

と魅力がないので医師は集らないと考えている。それと研修や研究がで

きる時間や機会が与えられることも大切だと思っている。また立地やア

クセスも重要で、もちろん処遇も大切である。これらを総合的に着実に

対応することがその対策になると思う。また医大からも提案を受けてい

るがインセンティブが働く給与制度にしていくことは大切だと思って

いる。ただ、これについては公立病院ゆえに数値や経済性では評価でき

ない大切な仕事（医療）もあるため、市民病院としてのベースを守りな

がら検討して行きたい。経験豊富な先生方からいい制度があれば提案を

お願いしたい。 
開業医 D  認知症対応について、診断した後の役割分担が大切。4 年後なので今

できていることが 4 年後にできるか、必要かということを考えていくこ

とが大切になる。また、細かなことだが（基本計画に）「軽度な認知症

患者の急性期対応については、近隣の精神科医療機関との連携を図りな

がら行う」とありいいとは思うが、軽度の人は自院での対応もある程度

しっかりやれるようにならないといけない。高齢者だから重度の認知症

の人の方がはるかに多く入ってくるので、そういう人の対応を精神病院

と連携しますというのであれば分かる。というというのは、私の経験か

ら、精神疾患を持った認知症患者の急性期対応というのは、この地域の

場合、近隣の病院はどこでもやってくれている。こういった中で突出し

たシステムを作るというのであれば、例えば済生会でやっている認知症

のチーム医療があるが、この制度もどんどん拡大してくると思われる。

いずれにしても 4 年先を見据えて認知症対応についてはしっかり検討

していただきたい。 
開業医 E 小児科として小児医療の現状を見ると、本当にこの規模の病院に小児科

のドクターが 2 人ほど居て、入院病棟が本当に要るのかと思う。そうい

うところにお金を掛けるよりも、小児科の専門の外来を充実させた方が

ニーズ的にもいいと考えている。 
守山市民病院長 市民病院ということだから不採算部門を維持しなくてはならず、

メリハリをつけると言っても大変と難しい。ただ、市民病院として整備

されるのだから、守山市民病院とも連携し、又は双方で一定の特化や機

能分担して協力しあうことも考えていくこともいいと思う。 
医師会長 双方の市民病院が一定機能分化して効率性を高めることはいい考え方
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だと思う。その間に成人病センターとの連携を入れていけばいい流れが

出来ると思う。 
 
成人病センター病院長 病院計画の再出発が決まって本当にホッとしている。守山

市民病院との連携は強化している。結果的に守山市民との紹介・逆紹介

の数は 1 年で倍程度にまで増え、本院も地域医療支援病院の認定を受け

ることができた。そういったことから逆紹介で野洲市民病院ともぜひ連

携したい。 
開業医 F 市民病院の予算可決おめでとうございます。結局のところ医師をどうや

って確保できるかが肝で、これが周りからの信頼や市民の不安解消に繋

がることであり重要である。色々な医療をやるというのではなく、高度

急性期との機能分化が必要で、それを重視した運営をすべき。 
医師会長 開院まで 4 年。医師確保の方策についてはぜひ検討していただきたい。 
市長   医師確保についてはすでに始まっていて今の段階でもある程度達成で

きていると考えている。つまり今の野洲病院に対する滋賀医大からの医

師派遣が成果としてすでにあるということ。数年前には滋賀医大の病院

長からお叱りを受けたように、野洲病院と滋賀医大の間は医師派遣につ

いては縁が切れていたが、今は修復することができた。実際、今の病院

長が医大から来ていただいているという事実がその結果である。常套手

段で働きやすい病院づくりに確保に努めていきたい。 
医師会副会長 高齢化により在宅医療は拡大し、後方支援機能は重要度が増す。開

業医としては後方支援病院がないとやっていけないので、4 年後の開院

をめざし、がんばってやっていっていただきたい。 
市長   不採算部門についてであるが、野洲病院の場合は、以前は政治の力で歪

んで赤字になっていたが、公立病院の赤字は適正に経営しての赤字であ

ればそれは必要な赤字である。例示すると野洲の場合、幼稚園の延長を

滋賀県で一番充実して朝の 7 時から夕方 6 時までやっているが、このよ

うな事業はもちろん赤字であるが、市民に還元されている赤字である。 
開業医 D 看護師の確保はどう考えているか。 
市長   野洲病院では前年度、募集を大幅に上回る応募があった。今の野洲病院

の環境や条件、指導育成の体制などが評価されているものと考えられる。

新しい市民病院はさらに地の利駅前でよくなるので、今の野洲病院の全

体的な条件を維持していけば大丈夫だと思っている。 
医師会長 平成 32 年度の開院に向けて引き続き努力していただきたい。 
 

（閉会） 
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